
２０１５年の５月１７日から２１日までの間，ア
メリカのマイアミで開催された２０１５GOMD―
DGG Joint Meeting に参加した。本学会は，
American Ceramics Society（ACerS）の GOMD
とドイツガラス学会DGGによる２回目の共催
である。昨年はドイツのアーヘンで開催（New
Glass２０１４年１１月号参照）されたことから，
今年はアメリカでの開催となった。本学会が開
催されたHilton Miami Downtown は，海まで
徒歩数分のところに位置する巨大なホテルで，
海水浴を楽しめるビーチまでは少し遠いが，会
期中も南国の雰囲気を楽しみに，多数の観光客
が訪れていた（写真１）。
少し話は反れるが，筆者はガラスおよびフォ

トニクス材料討論会＆GIC シンポジウム（以
下，ガラ討―GIC）のワーキンググループの委
員を務めており，現在，名古屋工業大学の早川
先生や日本板硝子（株）の坂口主査などの産官学
の委員とともに，今年の会の運営について議論
している。
ガラ討―GIC と GOMD―DGGを単純に比較し

て議論することはできないことを承知のうえ

で，両会の比較を織り交ぜながらの参加報告と
したい。
GOMD―DGGにおける発表数は，口頭，ポス

ターを合わせて約４００件あり，その中で日本の
グループによる発表はおよそ２０件あった。ガ
ラ討―GIC での発表数が１００件前後であること
から，約４倍の規模である。発表のうち口頭発
表の比率が８～９割と高く，６会場で並行して
行われたため，注目していた発表が重なってし
まい，聞けない発表が多々あることが残念であ
った。
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ポスター発表は２日目の１８：００から開催さ
れたが，全体の規模から考えると物足りない印
象を受けた。一方，ガラ討―GIC では，発表数
の約半分がポスター発表で，ほとんどの参加者
が会場に足を運ぶ。学側と産側のポスターが各
２０～３０件ずつ出されるため，産官学のバラン
スがよく，各界からの参加者が入り乱れて活気
ある議論が行われ貴重な場になっている。この
影響からか，GOMD―DGGでの産と産学連携を
合わせた発表割合が１～２割に留まるのに対
し，ガラ討―GIC では全体の約３割を占める。
GOMD―DGGのセッションは大きく５つに分

かれており，その分類は
Fundamentals of the Glassy State，Glass
Technology and Cross―cutting Topics，Opti-
cal and Electronic Materials and Devices，En-
ergy and Environmental Aspects，Glasses in
Healthcare であった。
その中で，ガラスの強度，カルコゲナイトガ

ラス，生体活性ガラス，放射性廃棄物固化ガラ
スに関する発表が多いと感じた一方，ガラ討―
GIC で発表割合の多い発光に関する発表は少な
かった。
特に印象に残った点は，ガラス特性を構造解

析から理解しようとする内容が多く，その解析
ツールとして従来のラマン分析などに加え，
NMRが広く使用されていたことである。これ
まで，NMRではシングルパルス測定による配
位数の特定など単純な使用法が多かったのに対
し，今回の発表では，高度な手法を駆使するこ
とで，第２近接の元素種やどのような配位数の
ものがどのような元素と結びつきやすいか等の
議論が行われていた。従来は，高度なNMR測
定は，NMR専門家が独自に行っていた印象で
あったが，現在では幅広い応用分野の専門家と
結びつき，ガラス構造と特性の関係についての
理解が深まっているようだ。
最も印象に残った発表として，東京大学 溝

口照康先生のAtomic scale investigation of
dopant in glass using aberration corrected

STEM―EELS を挙げたい。電子顕微鏡を駆使
して，今まで誰も見たことのないような，ガラ
ス内における原子レベルでの特定元素の分散状
態を可視化したうえに，微細な分相構造を特定
しその分相領域内の特定成分の配位数まで解析
できる可能性を示していた。今後，ガラス科学
の更なる理解を深めるための強力な手法になる
であろう。
GOMD―DGGはアメリカとヨーロッパからの

発表者が中心であったが，中国やブラジルの新
興国からの発表も１０件以上あり，世界的な影
響力を感じた。ただ，中国の発表者には発表の
キャンセルが多く（ビザ発給の問題のよう），
いくつかの注目していた発表が聞けず残念であ
った。
ブラジルでは大型のプロジェクトが始動した

こともあり発表数以上の活発な研究が行われて
いる印象を受けた。結晶化ガラスや発光材料で
興味深い成果を出しており，今後，プロジェク
トリーダーである Zanotto 先生を中心として，
どのような進展が見られるか目が離せない。
一方，ガラ討―GIC でも海外からの発表者を

受入れることができるよう，数年前から英語セ
ッションを設定し，国際化が進められている。
今回，更に英語での発表数をふやすべく，ワー
キンググループで議論を進めている。読者の皆
さんも，是非英語での発表で参加いただけると
幸いである。

写真２ 発表の様子
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最後に，GOMD―DGGの参加費は９００ドル
（当日，一般）で，招待講演者でも同額の参加
費が必要で，さらにビザ申請用の招待状にも発
行費用が必要である。世界的な学会とはいえ，
高額の参加費が必要である。
対してガラ討―GIC の参加費は１２０００円程度

（当日，一般）とGOMD―DGGの約１／１０であ
る。毎回，質の高い会場や飲食を提供される運

営幹事の先生方のご苦労には感銘を受ける。
GOMDとDGGの共催は今回で一旦終了し，

次回から再びそれぞれ独自で開催される。この
２回の共催がそれぞれの学会にどのような変化
を与えるのか注目して行くとともに，ガラ討―
GIC の国際化に対しても微力ながら尽力して行
きたい。
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